
AI 活用診断レポート

S 社 様

診断日: 2025 年 10 月 29 日 ｜ 日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

総合スコア 43 点 Lv1 関心期

分野 点数 状態

経営・戦略 65 点 動き始め

業務・現場活用 30 点 これから

データ・資産 55 点 動き始め

環境・ツール 40 点 これから

セキュリティ・ルール 35 点 これから

人材・リテラシー 35 点 これから

※ スコアは当社独自の診断基準による算出です。他社との順位づけではなく、御社の伸びしろの見取り図としてご覧ください。

興味・関心は育っています。まずは安全に使い始める「入口の整備」からです。

おすすめの最初の一歩 導入支援パック（環境整備）

Google Workspace 5 万円〜／Claude Code 10 万円〜（税別・定額・単発） ▶ 詳しくは 3 ページ 目へ



分野別の所見 — 6 つの視点から

点数はご回答から機械的に算出したものです。点数の低さは「伸びしろ」であり、順番に手を入れれば必ず上がり

ます。

■ 経営・戦略 65 点 ／ 動き始め

「実績データから AI が計画案を出す」という到達点が、既に社長の言葉になっています。初回のご相談でこ

こまで絵が描けている会社は珍しく、しかも提案に対して翌日に方針を決められた —— 考える力と決める速

さの両方をお持ちです。

■ 業務・現場活用 30 点 ／ これから

現場の AI 利用はまだゼロですが、御社に限っては慌てて全員に触らせる必要はありません。ホワイトボード

と付箋の調整業務がデータになるのが先で、 AI はその後から一気に効いてくる順番です。

■ データ・資産 55 点 ／ 動き始め

基幹の生産管理システムに受注から出荷までが蓄積されており、将来の AI 計画づくりの燃料は既に社内にあ

ります。足りないのは、ホワイトボードと付箋の上で消えていく「調整の記録」だけです。

■ 環境・ツール 40 点 ／ これから

会社としての生成 AI 環境はこれからですが、基幹システムを動かすサーバと PC の土台はあります。ゼロか

らの構築ではなく、いまある環境の横に「器」をひとつ足すだけで始められます。

■ セキュリティ・ルール 35 点 ／ これから

AI をまだ使っていないのでルールも無い —— 白紙は当然の状態です。ただし「計画の自動化」を実現する日

には生産データを AI に触れさせることになるため、環境整備と同時に A4 一枚の線引きを作っておくのが安

全です。

■ 人材・リテラシー 35 点 ／ これから

AI の推進役はまだいませんが、日程調整を担う現場窓口の方がいらっしゃいます。調整のノウハウを一番持

っている方が、そのまま最初の火種になる配置です。全員教育より、まずこのお一人からです。



まず、ここから — 最初の一歩のご提案

最初の一歩

導入支援パック（環境整備）

メール移行などの高リスク作業は行わず、 AI を安全に使い始める土台（アカウント・初期設定・基本的な

使い分けの説明）だけを、短期間・定額で整えます。

Google Workspace 5 万円〜／Claude Code 10 万円〜（税別・定額・単発）

「 AI で生産計画を自動化したい」という明確なビジョンをお持ちで、投資のご意向も固まっています（経

営・戦略 65 点は初回相談の会社として高い数字です）。一方で、 AI を安全に使う環境（ 40 点）とルール

（ 35 点）がまだ白紙です。ビジョンが大きいときほど、足場から順に組むのが結局いちばん速い —— まず

は会社として生成 AI を使える環境を、定額で整えるところからをお勧めします。

その次の一歩

社内勉強会・研修

経営層・管理職・現場向けの 120 分実践研修を複数回で設計し、社内の足並みをそろえます。助成金の申請もナ

ビゲートします。（ 5 万円〜／回（税別）。人材開発支援助成金の活用実績あり（最大 75% 助成のケースも））

いま、やらなくていいこと

基幹の生産管理システムの刷新や大改造。いまお使いの仕組みはそのまま活かせます。 AI も自動化も、既

存システムの「横」に足していく形で実現できますので、現場を混乱させる工事は必要ありません。

ご提案は、この 2 つ＋αまでに絞っています。あれもこれも、は勧めません。順番が大事だと考えているためです。



経営者の方へ

「実績データから、 AI が計画案を自動で出してくれるようになってほしい」 —— このビジョンは、正し

いと思います。同じ製造業の経営者として、心からそう申し上げます。そして率直に言えば、今日その

仕組みだけを買おうとすると、高い確率で失敗します。

理由は診断の数字にあります。現場の調整ノウハウは、いまホワイトボードと付箋の上にあり、データ

として残っていません。 AI は、データにないものを学べません。ですから順番は、 ①調整のやり方をデ

ジタルに置き換えて記録が残る形にする、 ②記録が貯まる、 ③AI に計画を提案させる、の三段です。遠

回りに見えて、これが最短です。

最初の投資は、環境整備の数万円と、日程調整のデジタル化の設計です。数百万円のシステム開発の話

は、記録が貯まり始めてからで遅くありません。ビジョンには段階を、投資には順番を。私どもは、そ

の道筋の全体像を最初にお見せしてから、一段ずつご一緒します。

既存の基幹システムを壊さないこと、現場を混乱させないこと。この二つはお約束します。

ご担当者の方へ

日程調整を担われている方へ。まず申し上げたいのは、ホワイトボードと付箋のやり方は「遅れている」

のではない、ということです。飛び込みに即応できる柔軟さは、むしろ多くのシステムが真似できない

強みです。私たちがやりたいのは、その柔軟さを保ったまま、動かした記録だけが残る形にすることで

す。

今日からできることを一つ。計画を動かしたとき、「何を・どこへ・なぜ」を一行だけメモに残してみ

てください。手書きで構いません。この「なぜ」の蓄積が、将来 AI に調整を教えるときの教科書にな

ります。



つまずきやすいのは、最初から全工程を記録しようとして息切れすることです。まずは一番動かす頻度

の高い機械ひとつ分だけで十分です。小さく始めて、続くやり方を見つけてから広げましょう。

次のステップのご案内

私たちの支援は「無料 AI 診断 → 環境整備（導入支援パック） → PoC・社内講座 → 伴走コンサル → 卒

業（自走）」の段階式です。どの段階も、ゴールは御社が私たち無しで回り続けることです。

本レポートは差し上げます。社内だけで進めていただいて構いませんし、ご不明点があれば報告会のあ

とでも、いつでもお尋ねください。売り込みのご連絡はいたしません。

日栄工業株式会社 生成 AI コンサルティング（担当 : 守口 智）

ai -consult@nichieikougyo.co.jp ｜ https://www.nichieikougyo.co.jp/ai -consult/


